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一
五

０
．
は
じ
め
に

　
『

子
』
の
文
學
性
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
ま
ず
は
そ
の
寓
話
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
は
、『
史
記
』
老
子
韓
非
列
傳
「
大
抵
率
寓
言
」（
お
お
む
ね
は
寓
言
で
あ

る
）
以
來
の
傳

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
高
く
評
價
さ
れ
る

の
は
、
主
に
發
想
・
モ
チ
ー
フ
の
奇
拔
さ
と
逆
說
的
で
起
伏
に
富
ん
だ
ス
ト
ー
リ

ー
展
開
で
あ
っ
て
、
そ
の
文

に
施
さ
れ
た
修
辭
な
ど
の
表
現

法
に
つ
い
て
は
、

今
な
お
十
分
な
評
價
が
爲
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　
『
史
記
』
で
は
ま
た
一

の
篇
名
を
擧
げ
て
「
皆
空
語
無
事
實
。
然
善
屬
書
離

辭
、
指
事
類
情
」（
ど
れ
も
空
想
の
對
話
で
あ
っ
て
事
實
で
は
な
い
。
し
か
し
文

を
綴

り
言
辭
を
連
ね
、
事
物
を
述
べ
比
喩
を
用
い
る
の
に
巧
み
で
あ
っ
た
）
と
述
べ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
『

子
』
の
寓
話
は
、
優
れ
た
文

と
し
て
認

さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。『

子
』
に
と
っ
て
寓
話
は
、
六
朝
志
怪
小
說
の
よ
う
な
怪

譚
の
記
錄

で
は
な
く
、「
衟
」
の
思
想
を
傳
え
る
た
め
に
缺
か
せ
な
い
表
現
方
法
で
あ
っ
た
。

『

子
』
の
作
者
た
ち
は
、
非
現
實
的
な
設
定
を
も
っ
た
寓
話
を
、
單
な
る
「
空

語
」
に
と
ど
ま
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
に
現
實
味
を
與
え
、
說
得
力
を
持
た
せ

る
た
め
、
文
體
や
修
辭
に
お
い
て

々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
論
は
、『

子
』
の
寓
言
の
文
學
性
を

え
る
表
現
方
法
の
中
で
、
特
に

「
演
出
的
敍
述
」
と
呼
べ
る
形
式
に
つ
い
て
具
體
的
に
分
析
し
、
そ
れ
が
何
に
基

づ
き
、
い
か
な
る
效
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
表
現
形
式
は
、

中
國
古
代
の
文
學
世
界
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て

考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

１
．
對
話
型
說
話
に
お
け
る
「
演
出
的
な
敍
述
」

　
『
漢
書
』

文
志
に
記
さ
れ
る
傳
承
で
は
、
古
代
の
史
官
に
は
、
王
の
こ
と
ば

を
記
錄
す
る
左
史
と
行
爲
を
記
錄
す
る
右
史
が
い
た
と
さ
れ
る（
１
）。
そ
の
歷
史
的
な

事
實
性
に
つ
い
て
は
措
く
と
し
て
も
、「
記
言
」
と
「
記
事
」
は
、
傳

的
に
中

國
の
散
文
の
出
發
點
に
お
け
る
大
き
な
二
つ
の
枠
組
み
と
さ
れ
て
き
た
。

　
『

子
』
の
寓
話
の
多
く
は
、
人
物
の
對
話
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
そ
の
閒
に

狀
況
說
朙
や
登
場
人
物
の
動
作
・
感
情
な
ど
を
記
す
地
の
文
が
挾
ま
る
形
で
構
成

さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
記
事
」
と
し
て
の
地
の
文
と
「
記
言
」
と
し
て
の
對
話
文
の

兩
方
を
含
ん
だ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
の
寓
話
を
「
對

話
型
說
話
」
と
呼
び
、
本
論
で
は
特
に
そ
の
地
の
文
に
現
れ
る
表
現
に
㊟
目
す
る
。

『

子
』
の
寓
話
に
お
け
る
演
出
的
な
敍
述
に
つ
い
て

�

鈴
木
逹
朙
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一
六

「
某
曰
」「
某
對
曰
」
の
連
續
の
み
で
構
成
さ
れ
る
方
が
主

で
あ
り
、
途
中
に
動

作
や
感
情
の

寫
が
差
し
挾
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
話
の
筋
を
構
成
す
る
必

要
最
小
限
の
要
素
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い（
３
）。
そ
れ
ら
の
對
話
文
に
お
け
る
地
の

文
は
、
ほ
と
ん
ど
枠
組
み
と
し
て
の
役
割
し
か
果
た
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

そ
も
そ
も
先
秦
諸
子
の
文

は
、
暗
誦
に
よ
る
傳
授
や
辯
論
術
の
發
逹
を
背
景

と
し
た
、「
記
言
」
の
文
と
し
て
の
性
質
を
强
く
持
つ
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る（
４
）。
そ

の
中
で
「
記
事
」
の
文
に
當
た
る
地
の
文
が

素
な
も
の
と
な
る
の
は
當
然
の
こ

と
と
も
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
「
記
事
」
の
文
を
主
と
す
る
テ
キ
ス
ト
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
戰
國

時
代
を
代
表
す
る
「
記
事
」
の
文
は
『
左
傳
』
と
さ
れ
る
。
そ
の
敍
述
は
「

要
」
な
る
文
と
し
て
理
想
化
さ
れ
て
き
た
が
、
傳

的
な
價
値

を
棚
上
げ
し
て

見
る
と
、『
左
傳
』
の
「
記
事
」
の

分
は
、
記
述
の
自
由
度
や
周
到
さ
の
點
で

直

話
法
に
よ
る
對
話

分
に
及
ば
ず
、
量
的
に
も
對
話

分
の
方
が
豐
富
で
あ

る
こ
と
が
指

さ
れ
て
い
る（
５
）。『
左
傳
』
よ
り
も
更
に
對
話
が
中
心
で
あ
る
『
國

語
』
や
『
戰
國
策
』
な
ど
の
史
書
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
『
左
傳
』
の
地
の
文
は
、
お
お
む
ね
事
件
に
關
わ
る
動
作
・
狀
況
を

に

寫
す
る
も
の
で
あ
り
、
動
作
の

態
や
、
單
な
る
喜
怒
哀
樂
以
上
の
細
か
い

感
情
に
關
す
る

寫
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
。
諸
子
の
中
で
も
『
韓
非
子
』
の
說

林
篇
や
內
外
儲
說
の
說
話
は
、
地
の
文
で
の
敍
述
が
豐
富
だ
が
、
や
は
り
同

の

傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
對
し
て
、『

子
』
の
寓
話
で
は
、
地
の
文
が
豐
富
で
あ
る
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
敍
述
の
對
象
と

寫
の
仕
方
に
お
い
て
、
は
な
は
だ

な
る

相
を

示
し
て
い
る
。
例
１
の
場
合
、
冐
頭

分
の
「
鑿
隧
而
入
井
、
抱
甕
而
出

、

然
用
力
甚
多
而
見
功
寡
」
は
、
單
な
る
狀
況
說
朙
を
超
え
て
、
よ
り
細
か
く
丈

人
の
し
ぐ
さ
の

寫
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
ま
た
中
閒
の
「
卬
而
視
之
」「
忿
然

例
１（
２
）　

子
貢
南
遊
於
楚
、
反
於
晉
、
過
漢
陰
、
見
一
丈
人
方
將
爲
圃
畦
。
鑿
隧

而
入
井
、
抱
甕
而
出

、

然
用
力
甚
多
而
見
功
寡
。
子
貢
曰
、「
…
…
。」

爲
圃
者
卬
而
視
之
曰
、「
…
…
。」
曰
、「
…
…
。」
爲
圃
者
忿
然
作
色
而
笑

曰
、「
…
…
。」
子
貢
瞞
然
慙
、
俯
而
不
對
。
㊒
閒
、
爲
圃
者
曰
、「
…
…
。」
曰
、

「
…
…
。」
爲
圃
者
曰
、「
…
…
。」
子
貢
卑
陬
失
色
、
頊
頊
然
不
自
得
、
行
三
十
里

而
後
愈
。（
以
下
略
）

子
貢
が
南
に
ゆ
き
楚
を
旅
し
て
晉
に
戾
る
と
こ
ろ
、
漢
陰
に
立
ち
寄
る
と
、
一

人
の
老
人
が
ち
ょ
う
ど
畑
作
り
を
し
て
い
る
の
に
出
會
っ
た
。
切
り
通
し
を
通

っ
て
井
戶
に
入
り
、
か
め
を
抱
え
て
出
て
き
て
は
畑
に
水
を
㊟
ぎ
掛
け
て
い

た
が
、
せ
っ
せ
と
骨
折
り
し
て
勞
力
を
か
け
て
い
る
わ
り
に
仕
事
は
は
か
ど

ら
な
い
。
子
貢
は
言
っ
た
。「
…
…
。」
畑
作
り
の
老
人
は
見
上
げ
て
言
っ
た
。

「
…
…
。」（
子
貢
）「
…
…
。」
畑
作
り
の
老
人
は
む
っ
と
し
て
顏
色
を
變
え
た

が
笑
っ
て
言
っ
た
。「
…
…
。」
子
貢
は
目
を
伏
せ
恥
じ
入
り
、
俯
い
て
默
っ
た

ま
ま
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
畑
作
り
の
老
人
は
言
っ
た
。「
…
…
。」（
子
貢
）

「
…
…
。」
畑
作
り
の
老
人
は
言
っ
た
。「
…
…
。」
子
貢
は
顏
を
し
か
め
て
靑
ざ

め
、
上
の
空
で
ぼ
う
っ
と
し
た
ま
ま
、
三
十
里
步
い
た
後
で
我
に
﨤
っ
た
。

　

天
地
篇
、
子
貢
・
丈
人
・
孔
子
問
答
の
歬
半

分
を
例
と
し
て
擧
げ
る
。
地
の

文
に
㊟
目
す
る
た
め
對
話
內
容
は
省
略
し
た
。
ま
ず
冐
頭
で
は
、
兩
者
の
出
會
う

ま
で
の
い
き
さ
つ
、

臺
の
說
朙
、
登
場
人
物
の

子
が
紹
介
さ
れ
る
。
續
い
て

對
話
の
閒
に
、
語
り
手
・
聞
き
手
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
や
動
作
の

寫
が
挾
ま
れ
る
。

最
後
に
は
、
對
話
の
結
果
受
け
た
影
响
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
の
文
と
對
話
が
緊
密
に
重
な
っ
て
構
成
さ
れ
る
寓
話
は
、

『

子
』
に
こ
そ
多
い
も
の
の
、
先
秦
諸
子
の
對
話
型
說
話
の
中
で
は
必
ず
し
も

標
準
的
な
も
の
で
は
な
い
。
他
の
諸
子
で
は
、
最
初
の
場
面
說
朙
を
除
き
、
ほ
ぼ
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一
七

時
代
以
降
は
「
～
然
」
の
用
例
が
他
を
壓
倒
す
る
。
最
も
多
く
は
連
用
修
餝
語
に
、

次
い
で
述
語
や
連
體
修
餝
語
、
ご
く
稀
に
主
語
な
ど
に
も
な
る
。
特
に
「
然
」
に

關
し
て
は
連
用
修
餝
語
と
な
る
こ
と
が
八
割
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る（
８
）。

　

こ
れ
ら
は
、
狀
態
や
容
貌
、
時
に
は
♫
や
色
な
ど
を
生
き
生
き
と
ま
た
具
體
的

に

寫
す
る
は
た
ら
き
を
持
つ
が
、
當

の
感
情
・

態
・
動
作
が
起
こ
っ
た
と

い
う
事
實
に
は
直

影
响
を
及
ぼ
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
說
話
の
物
語
內
容
に
決
定

的
に
は
關
わ
ら
な
い
演
出
的
な
敍
述
と
言
え
る
。『

子
』
の
對
話
型
說
話
の
地

の
文
に
お
け
る
出
現
例
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
表
１
」
で
あ
る
。

　

こ
の
表
に
は
、
發
話
の
內

で
使
用
さ
れ
る
例
や
、
對
話
を
中
心
と
し
な
い
寓

話
や
論
說
文
の
中
で
用
い
ら
れ
る
例
は
含
ま
れ
な
い
。
た
と
え
ば
逍
遙
遊
篇
冐
頭

の
寓
話
は
「
蜩
與
學
鳩
笑
之
曰
」
以
下
の
發
言
を
わ
ず
か
に
含
む
も
の
の
、
對
話

型
說
話
と
は
言
え
な
い
た
め
、
地
の
文
に
あ
る
「
腹
猶
果
然
」（
腹
は
ま
だ
足
り
て

い
る
）
や
、
後
文
の
「
猶
然
笑
之
」（
樂
し
そ
う
に
そ
れ
を
笑
う
）
な
ど
は
取
っ
て
い

な
い
。
ま
た
人
物
や
擬
人
化
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
關
わ
ら
な
い
修
餝
語
も
含

め
て
お
ら
ず
。
た
と
え
ば
山
木
篇
の
孔
子
・
顏
回
問
答
に
は
♫
樂
そ
の
も
の
の
形

容
と
し
て
「
犁
然
」（
嚴
肅
に
）
が
使
わ
れ
る
が
、
取
っ
て
い
な
い
（
表
１
の
2
の

よ
う
に

界
的
な
例
は
取
っ
て
い
る
）。

　
『

子
』
の
對
話
型
說
話
に
は
、
衟
の
要

を
知
っ
た
あ
る
い
は
體
現
し
た
、

眞
人
や
至
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人
物
と
、
そ
の
弟
子
や
批

者
で
、
ま
だ
衟
を

得
て
い
な
い
人
物
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
を
「
得
衟

者
」、「
非
得
衟
者
」
と
呼
び
、
表
の
「
屬
性
」
欄
に
得
衟
者
を
表
示
し
て
い
る
。

　

表
１
を
一
覽
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、『

子
』
で
は
特
に
「
然
」
を

尾
辭

と
す
る
形
容
詞
・
副
詞
が
多
數
に
の
ぼ
る
。
そ
の
他
に
4

、
16
卑
陬
、
19

洋
、
22

詒
、
43
逡
巡
が
あ
る
が
、
16
以
外
は
雙
聲
や
疊

の
語
で
あ
り
、
16
も

含
め
て
全
て
何
ら
か
の

態
を
表
す
擬
態
語
的
な
表
現
と
言
え
る
。

作
色
而
笑
」「
瞞
然
慙
、
俯
而
不
對
」
な
ど
も
動
作
や
感
情
を
修
餝
す
る
表
現
を

伴
っ
て
お
り
、
こ
の
一
段
の
最
終
的
な
反
應
に
あ
た
る
「
卑
陬
失
色
、
頊
頊
然
不

自
得
、
行
三
十
里
而
後
愈
」
も
ま
た
、

然
の
さ
ま
を
表
す
の
に
、『
左
傳
』
や

他
の
諸
子
に
比
べ
過
剩
な
ま
で
に
裝
餝
を
施
し
た

寫
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
の

寫
に
施
さ
れ
た
裝
餝
は
、
說
話
が
傳
え
よ
う
と
す
る
內
容
に
と
っ

て
不
可
缺
と
は
言
い
が
た
い
要
素
に
見
え
る
。『
說

』
反
質
篇
に
は
、
こ
の
寓

話
の
一
丈
夫
を
五
丈
夫
に
、
子
貢
を
鄧
析
に
置
き
換
え
て
再
編
し
た
と
考
え
ら
れ

る
說
話
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
裝
餝
的
な

寫
の
多
く
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の

證
と
な
る
で
あ
ろ
う（
６
）。
後
に
檢
討
す
る
よ
う
に
、
實

際
に
は
こ
れ
ら
の

寫
も
『

子
』
の
寓
話
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
擔
っ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
少
し
後
の
時
代
の
讀
者
に
と
っ
て
す
ら
そ
れ
は
自
朙

の
こ
と
で
は
な
く
、
省
略
可
能
な
要
素
に
見
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
物
の
動
作
・
感
情
に
つ
い
て
、
物
語
の
內
容
と
直

關
わ
ら

な
い
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で

寫
す
る
こ
と
が
、『

子
』
の
寓
話
の
表
現
上

の
特

と
し
て
指

で
き
る
。
對
話
文
の
地
の
文
に
お
け
る
こ
の
種
の
表
現
を
、

本
論
で
は
「
演
出
的
な
敍
述
」
と
呼
ぶ
。

　
　

２
．
狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫

　

演
出
的
な
敍
述
に

當
す
る
表
現
は

々
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が（
７
）、
客

的

に

斷
可
能
な
も
の
と
し
て
、「
然
・
焉
・

・
如
・
爾
・
乎
」
な
ど
の

尾
辭

を
伴
っ
た
形
容
詞
・
副
詞
、
ま
た
雙
聲
疊

の
語
な
ど
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
、
主
に

連
用
修
餝
語
（
ま
れ
に
述
語
）
と
し
て
用
い
、
人
物
の
感
情
・

態
・
動
作
を

寫
す
る
表
現
に
㊟
目
す
る
。

　

尾
辭
を
伴
っ
た
形
容
詞
・
副
詞
は
、
古
く
は
『
周
易
』
卦
辭
や
『
今
文
尙

書
』
に
用
例
が
あ
り
、
特
に
『
詩
經
』
で
は
多
く
の
種
類
が
見
ら
れ
る
が
、
戰
國
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表 1

篇名 對話者 文（對象となる語を太字で示す）形容する 態・意味 屬性

1 齊物論 南郭子綦・顏成子游
南郭子綦隱几而坐、仰天而噓、
焉似喪其耦 ぐんにゃり 得衟者

2 養生主 庖丁・文 君 然嚮然、奏刀 然 さくさく／ざっくり 得衟者
3 德 符 申徒嘉・子產對話 子產 然改容更貌曰 ＊ き羞じる
4 大宗師 子祀・子輿・子犁・

子來
而鑑于井曰 ずるずる足ひく 得衟者

5 大宗師 俄而子來㊒病、喘喘然將死 ぜいぜい息つく 得衟者
6 大宗師 顏回・仲尼 仲尼 然曰 ＊はっと緊張する
7 應帝王 陽子居・老耼 陽子居 然曰 ＊はっと緊張する
8 在宥 黃帝・廣成子 廣成子 然而起 がばっと跳ね起きる 得衟者
9 在宥 雲將・鴻 雲將見之、 然止、贄然立、曰 ぴたりと？／じっと
10 天地 禹・伯成子高 乎畊而不顧 せかせかと畊す？ 得衟者
11 天地

將閭 ・季徹
季徹局局然笑曰 身を曲げて笑う 得衟者

12 天地 將閭 然 曰 き懼れる

13 天地

子貢・丈人・孔子

一丈人…… 然用力甚多而見
功寡 せっせと骨折りする 得衟者

14 天地 爲圃者忿然作色而笑曰 むっとする 得衟者
15 天地 子貢瞞然慙、俯而不對。 目を伏せる（恥じ入る）
16 天地 子貢卑陬失色、頊頊然不自得 顏をしかめる／我を失う
17 天衟 士成綺・老子 老子 然不應 默りこくる 得衟者
18 天運 孔子・子貢・老耼 子貢 然立不安 ＊はっと緊張する

19 秋水 河伯・北海 河伯始旋其面目、 洋向 而歎、
曰 ぼんやりとはるかに

20 至樂 離叔・滑介叔 俄而柳生其左肘、其意 然惡
之 きあわてる 得衟者

21 至樂 子・髑髏 見空髑髏 然㊒形 ひからびる
22 逹生

桓公・管仲・皇子
詒爲病 ぐったり力を失う

23 逹生 桓公 然而笑曰 大笑いする
24 山木 且・ 周 周 然曰 きおびえる
25 田子方 魏文侯・田子方 文侯儻然終日不言 ぼんやりとする

26 田子方 孔子・老耼 老聃新沬（沐の誤字）、方將被
髮而乾、 然似非人 みじろぎせず 得衟者

27 田子方 宋元君・眞畫者 ㊒一史後至者、 然不趨、受
揖不立 ゆったりあわてず 得衟者

28 田子方 文王・丈人・顏淵・
仲尼

諸大夫 然曰 ＊はっと緊張する
29 田子方 臧丈人昧然而不應、泛然而辭 ぼんやり／とらえ所なく 得衟者

30 知北遊 甘・神農・弇
弔

神農隱几擁杖而起、 然放杖而
笑、曰 がらんと投げ出す 得衟者

31 知北遊 光曜・無㊒ 光曜不得問、而孰視其狀貌、
然空然 ぼんやり／ひっそり 得衟者

32 庚桑楚
庚桑楚・老耼・南
榮

庚桑子聞之、南面而不釋然 こころ樂しむ
33 庚桑楚 南榮 然正坐曰 ＊はっと緊張する
34 庚桑楚 南榮 懼然顧其後 く



『

子
』
の
寓
話
に
お
け
る
演
出
的
な
敍
述
に
つ
い
て

一
九

　

出
現
狀
況
と
し
て
は
、
對
話
の
中
で
「
曰
」
に
か
か
っ
て
、
對
話
者
の
感
情
や

動
作
の
狀
況
を

寫
す
る
時
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
。
次
い
で
相
手
の

發
言
を
受
け
た
聞
き
手
の
態
度
、

き
や
怒
り
、
呆
然
自
失
の
さ
ま
な
ど
の
形
容

に
用
い
ら
れ
る
。
多
く
が
連
用
修
餝
語
と
な
る
が
、
31
・
32
の
よ
う
に
述
語
で
あ

る
場
合
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
動
き
よ
り
も
、
雰
圍
氣
や

相
を

寫
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
そ
の
中
心
を
占
め
る
品
詞
と
用
法
に
よ
り
、「
狀
態
形
容

詞
に
よ
る
人
物

寫
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　

以
下
で
は
、
對
話
文
を
比
較
的
多
く
含
む
他
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
地
の
文

で
の
狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫
の
出
現
狀
況
を
確
認
す
る（
９
）。

（
１
）『
今

尙
書
』・『
左
傳
』

　
『
今
文
尙
書
』『
左
傳
』
と
も
、『

子
』
と
同

の
狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫
が
用
い
ら
れ
る
例
は
な
い（
（（
（

。『
左
傳
』
で
は
喜
怒
哀
樂
や
恐
怖
・

き
・
詠

嘆
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
單
に
「
笑
」「
懼
」「
歎
」
な
ど
で

表
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

（
２
）『
論
語
』（

番
號
は
楊
伯
峻
『
論
語
譯
㊟
』（
中

書
局
、一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
）

①
子
罕
11　

顏
淵
喟
然
歎
曰　

／　

②
先
進
26　

子
路
率
爾
而
對
曰　

／　

③
同

　

夫
子
喟
然
歎
曰　

／　

④
陽
貨
４　

夫
子

爾
而
笑
曰　

／　

⑤

氏
６　

夫

子
憮
然
曰

（
３
）『
孟
子
』（

番
號
は
楊
伯
峻
『
孟
子
譯
㊟
』（
中

書
局
、一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
）

①
公
孫
丑
上
１　

曾
西

然
曰　

／　

②
同　

曾
西

然
不
悅
曰　

／　

③
滕
文

公
上
５　

夷
子
憮
然
、
爲
閒
曰　

／　

④

上
７　
（
伊
尹
）
囂
囂
然
曰　

／

　

⑤
同　
（
伊
尹
）
既
而
幡
然
改
曰　

／　

⑥

下
９　

王
勃
然
變
乎
色　

／

35 徐無鬼 徐無鬼・魏武侯・女商 武侯超然不對 がっかりする

36 徐無鬼
子綦・九方

子綦瞿然喜曰 目を見張って く 得衟者
37 徐無鬼 子綦索然出涕曰 さめざめと泣く 得衟者
38 則陽 魏瑩・戴晉人等 客出而君 然 ㊒亡也 しょんぼりする
39 外物

周・監河侯
周忿然作色曰 むっとする

40 外物 鮒魚忿然作色曰 むっとする
41 外物 老 子・仲尼 仲尼揖而退、蹙然改容而問曰 ＊はっと緊張する
42 寓言 陽子居・老耼 陽子居 然變容曰 ＊はっと緊張する
43 讓王 原憲・子貢 子貢逡巡而㊒愧色 たじたじとなる
44 讓王 顏回・孔子 孔子愀然變容曰 ＊はっと緊張する
45 讓王

孔子・顏回・子路・
子貢

孔子推琴喟然而歎曰 嘆きの聲をあげる 得衟者

46 讓王 孔子削然反琴而弦歌。子路 然
執干而

琴を引き寄せる♫／勈壯な

47 盜跖 孔子・盜跖・柳下
季 孔子……目 然无見、色 死灰 ぼんやりと（見えない）

48 說劍 趙文王・太子・
子 文王 然自失曰 ぼんやりと（我を忘れる）

49 漁父
孔子・漁父・子路・
子貢

孔子愀然而歎、再拜而起曰 恥じらい懼れる
50 漁父 客悽然變容曰 悲しげに哀れむ 得衟者
51 漁父 孔子愀然曰 恥じらい懼れる
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二
〇

㉒
中
山　

中
山
君
喟
然
而
仰
歎
曰

（
７
）『
晏
子
春
秋
』

①
諫
上
２　

晏
子
蹴
然
改
容
曰　

／　

②
諫
上
16　

公
喟
然
歎
曰　

／　

③
諫
上

18　

公
忿
然
作
色
不
說
（
悅
）（
三
度
繰
り
﨤
し
）　

／　

④
諫
上
19　

景
公
出
遊
于

寒
途
、
睹
死

、
默
然
不
問　

／　

⑤
諫
上
25　

公
矍
然
曰　

／　

⑥
同　

公
喟

然
嘆
曰　

／　

⑦
諫
下
５　

歌
終
、
喟
然
歎
而

涕　

／　

⑧
同　

仲
尼
聞
之
喟

然
嘆
曰　

／　

⑨
諫
下
18　

忿
然
而
作
色
不
悅
曰　

／　

⑩
諫
下
19　

公
愀
然
而

（「
歎
」
の
誤
字
）
曰　

／　

⑪
問
下
10　

晏
子
巡
遁
而
對
曰　

／　

⑫
問
下
11

　

吳
王
忿
然
作
色
不
說　

／　

⑬
問
下
12　

晏
子
逡
循
對
曰　

／　

⑭
問
下
16　

晏
子

然
曰　

／　

⑮
同　

平
公
蹴
然
而
辭
送
、
再
拜
而
反
曰　

／　

⑯
雜
上
２

　
（
晏
子
）

然
而
歎
、
終
而
笑　

／　

⑰
雜
上
８　

公
悲
之
、
喟
然
歎
曰　

／

　

⑱
雜
上
９　

公
汗
出
惕
然　

／　

⑲
同　

晏
之
逡
巡
北
面
再
拜
而
賀
曰　

／　

⑳
雜
下
５　

公

然
曰　

／　

㉑
雜
下
８　

晏
子

然
…
…
晏
子
蹙
然
…
…
晏
子

蹙
然
者
三
曰　

／　

㉒
雜
下
21　

公
愀
然
改
容　

／　

㉓
外
篇
七
２　

公
四

其

地
、
喟
然
嘆
、
泣
數
行
而
下
曰　

／　

㉔
同　

公
怫
然
怒
曰　

／　

㉕
外
篇
七
９

　

晏
子
默
然
不
對　

／　

㉖
外
篇
七
11　

盆
成
适

然
曰　

／　

㉗
同　

公
忿
然

作
色
而
怒
曰　

／　

㉘
同　

公
喟
然
太
息
曰　

／　

㉙
外
篇
七
14　

公
忿
然
作
色

不
說
曰　

／　

㉚
外
篇
七
17　

晏
子

然
辟
位　

／　

㉛
同　

晏
子
遵
循（
（（
（

而
對
曰

　

／　

㉜
外
篇
七
21　

晏
子
默
然（
（（
（

不
對　

／　

㉝
外
篇
八
７　

公
忿
然
作
色
曰

　
　

３
．
演
出
的
な
敍
述
に
お
け
る
『

子
』
の
特

　

狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫
に
つ
い
て
、
以
上
に
あ
げ
た
他
の
テ
キ
ス
ト
の

例
と
比
較
す
る
と
、『

子
』
の
朙
確
な
特

と
し
て
以
下
の
二
點
が
指

で
き

　

⑦
吿
子
下
８　

愼
子
勃
然
不
悅
曰　

／　

⑧
盡
心
上
36　
（
孟
子
）
喟
然
嘆
曰

　
（
①
・
②
・
④
・
⑤
は
、「
孟
子
曰
」
の
中
に
引
か
れ
る
對
話
文
で
の
例
で
あ
る
。
嚴
密

に
は
發
話
の
內

だ
が
、『
孟
子
』
の
敍
述
の
特

上
、
取
っ
て
い
る
。）

（
４
）『

子
』

①
宥
坐　

孔
子
喟
然
而
歎
曰　

／　

②
同　

孔
子
慨
然
歎
曰　

／　

③
哀
公　

孔

子
蹴
然
曰　

／　

④
堯
問　

武
侯
逡
巡
再
拜
曰

（
５
）『
韓
非
子
』

①
內
儲
說
上　

閼
于
喟
然
太
息
曰　

／　

②
同　

游
吉
喟
然
歎
曰　

／　

③
同

　

王
欣
然
喜
曰　

／　

④
內
儲
說
下　

王
悖
然
怒
曰　

／　

⑤
外
儲
說
右
上　

公

泫
然
出
涕
曰　

／　

⑥
同　

子
路
怫
然
怒
、
攘
肱
而
入
請
曰　

／　

⑦
同　

公
拂

（「
怫
」
の
誤
字
）
然
怒
、
撫
兵
而
授
謁
者
曰　

／　

⑧
外
儲
說
右
下　
（
虎
）
盼
然

環
其
眼　

／　

⑨
同　

主
欣
然
而
喜
曰　

／
⑩
難
一　
（
晉
平
公
）
乃
喟
然
歎
曰

（
６
）『
戰
國
策
』

①
秦
一　

秦
喟
然
歎
曰（
（（
（
　

／　

②
秦
四　

秦
王
悖
然
而
怒　

／　

③
齊
四　

王

忿
然
作
色
曰　

／　

④
同　

宣
王
默
然
不
悅　

／　

⑤
同　

宣
王
忿
然
作
色
不
說

　

／　

⑥
⑦
同　

左
右
嘿
然

對
、
管
燕
連
然

涕
曰　

／　

⑧
楚
二　

王
怫
然

作
色
曰　

／　

⑨
楚
四　

汗
朙

焉
曰　

／　

⑩
趙
一　

襄
子
恨
然
曰　

／　

⑪

同　

愴
然
㊒
決
色　

／　

⑫
同　

襄
子
乃
喟
然
嘆
泣
曰　

／　

⑬
趙
三　

都
平
君

喟
然
太
息
曰　

／　

⑭
同　

辛
垣
衍
怏
然
不
悅
曰　

／　

⑮
同　

君
忿
然
作
色
曰

　

／　

⑯
同　

建
信
君
悖
然
曰　

／　

⑰
魏
一　

武
侯
忿
然
曰　

／　

⑱
魏
三　

秦
王

然
曰　

／　

⑲
魏
四　

秦
王
喟
然
愁
悟　

／　

⑳
同　

秦
王
怫
然
怒
、
謂

唐
且
曰　

／　
　

㉑
韓
一　

韓
王
忿
然
作
色
、
攘
臂
按
劍
、
仰
天
太
息
曰　

／　



『

子
』
の
寓
話
に
お
け
る
演
出
的
な
敍
述
に
つ
い
て

二
一

え
る
さ
ま
）「
惕
然
」（
恐
れ
る
さ
ま
）「
蹷
然
」（
跳
ね
起
き
る
さ
ま
）

　
『
戰
國
策
』
や
『
晏
子
春
秋
』
は
、
出
現
數
こ
そ
多
い
が
種
類
は
あ
ま
り
多
く

な
い
。
ま
た
「
喟
然
」「
憮
然
」「
悖
然
」
な
ど
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
も
共
通
し
て

見
ら
れ
、
慣
用
表
現
と
な
っ
て
い
る
語
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
獨
自
性
に
は
乏
し

い
と
言
え
る
。

　

そ
れ
に
對
し
て
、『

子
』
は
57
カ
所
（
２
、９
、
16
、
29
、
31
、
46
に
は
２
例
含

ま
れ
る
）
47
種
類
に
の
ぼ
り
、
特
に
種
類
の
多
さ
は
他
を
壓
倒
す
る
。「
倘
然
」

「
贄
然
」「
俋
俋
乎
」「
頊
頊
然
」「
辴
然
」「

然
」「
儃
儃
然
」
な
ど
、
他
の
先

秦
文
獻
に
は
例
の
な
い
も
の
も
多
く
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
使
用
が
目
立
つ

他
書
と
の
差
は
歷
然
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
㊟
意
す
べ
き
は
、
こ
の
差
違
は
、

尾
辭
を
伴
っ
た
狀
態
形
容
詞
や
雙

聲
疊

の
擬
態
語
の
使
用
量
を
直

反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
演
出
的
な
敍
述
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
他
書
に
も
多
種
多

な
語
句
が
見
ら
れ

る
。

尾
辭
を
伴
っ
た
狀
態
形
容
詞
の
出
現
量
に
つ
い
て
、
㊟
８
に
擧
げ
た
硏

究
を
參
照
す
る
と
、
張
博
氏
は
『
周
易
』
53
、『
尙
書
』
11
、『
詩
經
』
15
、『
左

傳
』
12
、『
禮
記
』
55
、『
論
語
』
46
、『
孟
子
』
51
、『

子
』
180
、『

子
』
140
、

『
韓
非
子
』
24
と
し
、
李
小
平
氏
は
「
而
、
乎
、
言
、
其
、
之
、
以
」
も
加
え
た

上
で
、『
周
易
』
28
、『
詩
經
』
23
、『
左
傳
』
20
、『
論
語
』
43
、『
孟
子
』
34
、

『

子
』
119
、『

子
』
106
、『
淮
南
子
』
68
、『
史
記
』
115
と
す
る
。
い
ず
れ
も
延

べ
語
數
で
な
く
、

な
り
語
數
で
あ
り
、
雙
聲
疊

の
語
も
含
ま
な
い
た
め
、
本

稿
で
の
調
査
と
單
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
た
と
え
ば
『

子
』
な

ど
は
、
演
出
的
敍
述
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、『

子
』
と
匹

す
る
量
の
多

な

狀
態
形
容
詞
を
含
む
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫
に
關
し
て
、『

子
』
と
他
の
文

る
。
合
わ
せ
て
、『

子
』
が
施
し
た
演
出
的
な
敍
述
が
人
物

寫
に
お
い
て
も

た
ら
す
效
果
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

（
１
）
多
種
多

性

　

他
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
種
別
と
具
體
例
は
下
記
の
通
り
。
他
の
テ
キ
ス
ト
と

重
な
る
も
の
を
先
に
配
置
し
、
そ
の
譯
は
省
略
す
る
。「
蹵
然
・
蹴
然
・
蹙
然
」、

「
勃
然
・
悖
然
・
怫
然
・
艴
然
」、「
喟
然
・

然
」、「
嘿
然
・
默
然
」
は
そ
れ
ぞ

れ
同
義
・
類
義
の
語
で
あ
る
た
め
、
ま
と
め
た
上
で
初
出
以
外
の
譯
は
省
略
す
る
。

『
論
語
』　

５
例
４
種
：「
喟
然
」（
嘆
息
す
る
さ
ま
）「
憮
然
」（
が
っ
か
り
す
る
さ
ま
）

「
率
爾
」（
慌
た
だ
し
い
さ
ま
）「

爾
」（
ほ
ほ
え
む
さ
ま
）

『
孟
子
』　

８
例
７
種
：「
喟
然
」「
憮
然
」「
蹵
然
」（
き
恐
れ
る
さ
ま
）「
勃
然
」

（
怒
る
さ
ま
）「
艴
然
」「
囂
囂
然
」（
滿
足
す
る
さ
ま
）「
幡
然
」（
ひ
ら
り

と
變
え
る
さ
ま
）

『

子
』　

４
例
４
種
：「
喟
然
」「
蹴
然
」「
逡
巡
」（
後
ず
さ
り
す
る
）「
慨
然
」（
氣

持
ち
が
高
ぶ
る
さ
ま
）

『
韓
非
子
』　

10
例
６
種
：「
喟
然
」「
悖
然
」「
怫
然
」「
欣
然
」（
喜
ぶ
さ
ま
）「
泫

然
」（
淚
を

す
さ
ま
）「
盼
然
」（
顧
み
る
さ
ま
）

『
戰
國
策
』　

22
例
12
種
：「
喟
然
」「

焉
」（

き
恐
れ
る
さ
ま（
（（
（

）「
悖
然
」「
怫

然
」「
忿
然
」（
怒
る
さ
ま
）「
默
然
」（
押
し
默
る
さ
ま
）「
嘿
然
」「
戄

然（
（（
（

」（
く
さ
ま
）「
連
然
」（
淚
を

す
さ
ま
）「
恨
然
」（
う
ら
む
さ
ま
）

「
愴
然
」（
う
ち
ひ
し
が
れ
る
さ
ま
）「
怏
然
」（
氣
が
晴
れ
ぬ
さ
ま
）

『
晏
子
春
秋
』　

37
例
（
③
と
㉑
に
繰
り
﨤
し
例
）
12
種
：「
喟
然
」「

然
」「
蹴
然

（
蹵
然
）」「
蹙
然
」「
逡
巡
（
巡
遁
・
逡
循
・
遵
循
）」「
怫
然
」「
忿
然
」

「
默
然
」「
矍
然
」（
く
さ
ま
）「
愀
然
」（
⑩
憂
え
る
さ
ま
／
㉒
顏
色
を
變
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「
可
矣
、
猶
未
也
。」
它
日
復
見
、
曰
、「
回
益
矣
。」
曰
、「
何
謂
也
。」
曰
、「
回

忘
禮
樂
矣
。」
曰
、「
可
矣
、
猶
未
也
。」
它
日
復
見
、
曰
、「
回
益
矣
。」
曰
、「
何

謂
也
。」
曰
、「
回
坐
忘
矣
。」
仲
尼
蹵
然

0

0

曰
、「
何
謂
坐
忘
。」
顏
回
曰
、「
墮
枝
體
、

黜
聰
朙
、
離
形
去
知
、
同
於
大
通
、
此
謂
坐
忘
。」
仲
尼
曰
、「
同
則
无
好
也
、
化

則
无
常
也
。
而
果
其
賢
乎
。
丘
也
請
從
而
後
也
。」

顏
回
は
言
っ
た
。「
私
は
進
み
ま
し
た
。」
仲
尼
は
言
っ
た
。「
ど
う
い
う
こ
と

か
。」（
顏
回
）「
私
は
仁
義
を
忘
れ
ま
し
た
。」（
仲
尼
）「
そ
れ
は
良
い
。
だ
が

ま
だ
だ
ね
。」
後
日
、
ま
た
お
目
に
か
か
っ
て
言
っ
た
。「
私
は
進
み
ま
し
た
。」

（
仲
尼
）「
ど
う
い
う
こ
と
か
。」（
顏
回
）「
禮
樂
を
忘
れ
ま
し
た
。」（
仲
尼
）「
そ

れ
は
良
い
。
だ
が
ま
だ
だ
ね
。」
後
日
、
ま
た
お
目
に
か
か
っ
て
言
っ
た
。「
私

は
進
み
ま
し
た
。」（
仲
尼
）「
ど
う
い
う
こ
と
か
。」（
顏
回
）「
私
は
坐
忘
し
ま

し
た
。」
仲
尼
は
は
っ
と
顏
色
を
變
え
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

言
っ
た
。「
何
を
坐
忘
と
い
う
の
か
。」

顏
回
は
言
っ
た
。「
肉
體
を
捨
て
、
耳
目
の
感
覺
を
除
き
、
形
を
離
れ
て
精
神

を
捨
て
去
り
、
大
い
な
る
衟
に
一
體
と
な
る
、
こ
れ
を
坐
忘
と
言
い
ま
す
。」

仲
尼
は
言
っ
た
。「
一
體
に
な
れ
ば
好
惡
は
な
く
な
り
、
衟
と
と
も
に
變
化
す

れ
ば
執
着
が
な
く
な
る
。
お
歬
は
や
は
り
賢
い
な
。
私
は
ど
う
か
お
歬
に
つ
い

て
ゆ
き
た
い
も
の
だ
。」

　

表
１
の
６
、
大
宗
師
篇
の
㊒
名
な
坐
忘
寓
話
で
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
な
「
曰
」

だ
け
の
繰
り
﨤
し
の
後
、「
坐
忘
」
に
つ
い
て
直

に
尋
ね
る
時
に
初
め
て
「
蹴

然
」
が
現
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
に
仲
尼
の
賞
贊
の
せ
り
ふ
は
あ
る
が
、

こ
の
「
蹴
然
」
を
用
い
た
質
問
へ
の
答
え
が

心
で
あ
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

他
に
７
・
41
で
も
、
や
は
り
問
答
の
最
終

分
に
お
い
て
、
得
衟
者
か
ら
決
定
的

な
こ
と
ば
を
引
き
出
す
質
問
の
時
に
「
蹴
然
」
が
用
い
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
に
得
衟
者
の
こ
と
ば
を
聞
い
た
反
應
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

獻
と
の
閒
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
語
彙
の
量
の
違
い
よ
り
も
そ
の
使

用
法
の
違
い
に
、
よ
り
大
き
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う（
（（
（

。

（
２
）「
蹴
然
」
の

用
法

　

多
種
多

性
を
特

と
す
る
『

子
』
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
例
外
的
に
繰
り

﨤
し
使
用
さ
れ
る
の
が
「
蹴
然
」（「
蹵
然
」
は
別
體
字
）
で
あ
る
。
表
１
で
は
意
味

欄
に
＊
印
を
つ
け
て
い
る
。
同
♫
同
義
の
「
蹙
然
」
も
合
わ
せ
て
拔
き
出
す
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

３
「
子
產

然
改
容
更
貌
曰
、
子
无
乃
稱
。」

６
「
仲
尼

然
曰
、
何
謂
坐
忘
。」

７
「
陽
子
居

然
曰
、
敢
問
朙
王
之
治
。」

18
「
子
貢

然
立
不
安
。」

28
「
諸
大
夫

然
曰
、
先
君
王
也
。」

　

33
「
南
榮

然
正
坐
曰
、

之
年
者
已
長
矣
。
將
惡
乎
託
業
以
及
此
言

邪
。」

41
「
仲
尼
揖
而
退
、
蹙
然
改
容
而
問
曰
、
業
可
得
進
乎
。」

42
「
陽
子
居

然
變
容
曰
、

聞
命
矣
。」

　

こ
れ
ら
「
蹴
然
」
の
類
は
、「
猶
蹵
踖
（
畏

の
さ
ま
）」「
變
色
貌
」「

悚

（

き
懼
れ
る
）
貌
」「
不
安
貌
」
な
ど
と
解
釋
さ
れ
る
。
恐
れ
・

き
・
强
い
尊

な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
激
し
く
緊
張
し
、
顏
色
を
變
え
る

子
を
表
す
が
、

『

子
』
で
は
更
に
特
別
な
役
割
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
２
．
顏
回
曰
、「
回
益
矣
。」
仲
尼
曰
、「
何
謂
也
。」
曰
、「
回
忘
仁
義
矣
。」
曰
、



『

子
』
の
寓
話
に
お
け
る
演
出
的
な
敍
述
に
つ
い
て

二
三

西

然
曰
」、『

子
』
③
「
孔
子
蹴
然
曰
」、『
戰
國
策
』
⑨
「
汗
朙

焉
曰
」
の

三
例
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
う
ち
『
孟
子
』
の
例
は
曾
西
の
最
初
の
態
度
を

く
も

の
で
あ
り
、『
戰
國
策
』
も
汗
朙
が
更
に
話
を
續
け
よ
う
と
す
る
の
を
春
申
君
が

止
め
た
時
の
反
應
と
し
て
、
や
は
り
話
の
初
め
に
現
わ
れ
る
。『

子
』
の
例
は

一
問
一
答
の
短
い
問
答
で
、
喪
服
の
「
利
」
を
尋
ね
た
哀
公
に
色
な
し
て
怒
る
例

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
使
用
法
は
『

子
』
と
は
全
く

な
っ
て
い
る
。

　

唯
一
『
晏
子
春
秋
』
に
お
い
て
は
、『

子
』
に
匹

す
る
量
が
見
ら
れ
る
。

①
諫
上
２
「
晏
子
蹴
然
改
容
曰
」

⑩
諫
下
19
「
公
愀
然
而
歎
曰
」

⑭
問
下
16
「
晏
子

然
曰
」

⑮
同
「
平
公
蹴
然
而
辭
送
、
再
拜
而
反
曰
」

⑳
雜
下
５
「
公

然
曰
、
古
之
臣
乎
」

㉑
雜
下
８
「
晏
子

然
」「
晏
子
蹙
然
」「
晏
子
蹙
然
者
三
」

㉒
雜
下
21
「
公
愀
然
改
容
」

㉚
外
篇
七
17
「
晏
子

然
辟
位
」

　

こ
の
う
ち
①
・
⑩
・
㉚
は
連
續
す
る
問
答
の
最
初
の
反
應
で
あ
り
、
⑭
・
⑮
・

㉑
は
一
つ
の
說
話
の
中
で
繰
り
﨤
し
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、『

子
』
の

使
用
法
と
は

な
っ
て
い
る
（
⑩
の
「
愀
然
」
は
憂
え
る
さ
ま
で
、
そ
も
そ
も
意
味
が

な
る
）。
特
に
㉑
は
繰
り
﨤
し
を
生
か
し
た
使
用
法
で
あ
り
、『

子
』
と
は
全

く
別
の
意
圖
が
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
で
あ
る
。

　

⑳
と
㉒
は
對
話
の
最
後
で
景
公
が
晏
子
へ
の
感
動
を
表
し
た
り
、
そ
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
り
す
る
例
で
あ
り
、『

子
』
と
似
た
使
用
法
と
言
え
る（
（（
（

。
た
だ
、

全
體
の
中
に
占
め
る
割
合
や
他
の
「
蹴
然
」
の
用
例
を
勘
案
す
る
と
、『

子
』

３
・
18
・
42
が
そ
の
例
だ
が
、
た
と
え
ば
42
の
陽
子
居
・
老
耼
問
答
で
は
、
對
話

の
最
後
で
老
耼
の
「
而
睢
睢
盱
盱
、
而
誰
與
居
。
大
白

辱
、
盛
德

不
足
」

（
お
歬
は
ぎ
ょ
ろ
ぎ
ょ
ろ
と
威
嚇
す
る
目
つ
き
で
、
い
っ
た
い
誰
と
と
も
に

ら
す
の
か
。

大
い
な
る
白
さ
は
汚
れ
て
い
る
よ
う
で
、
偉
大
な
德
は
足
り
な
い
よ
う
に
見
え
る
も
の
だ
）

と
い
う
敎
え
を
受
け
た
陽
子
居
が
、「
蹵
然
變
容
」
し
て
「

聞
命
矣
」（
謹
ん
で

お
聞
き
い
た
し
ま
す
）
と
受
け
入
れ
、
そ
の
後
は
人
か
ら
賞
贊
を
受
け
ぬ
衟
家
的

人
物
へ
と
變
化
し
た
こ
と
が

か
れ
て
い
る
。
上
記
の
老
耼
の
こ
と
ば
が
、『
老

子
』
第
41

の
文
言
を
含
ん
だ
「
衟
」
の
敎
え
で
あ
る
よ
う
に
、「
蹴
然
」
が
伴

う
「
決
定
的
な
こ
と
ば
」
と
は
、
寓
話
中
の

心

分
と
し
て
、「
衟
」
や
そ
れ

を
體
現
し
た
行
動
や

治
に
つ
い
て
の
敎
え
や
、「
衟
」
を
得
る
た
め
の
修
行
法

を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　

例
外
と
言
え
る
の
は
主
體
が
「
諸
大
夫
」
で
あ
り
、
問
答
の
中
閒
に
現
れ
る
28

の
み
で
あ
る
。
33
も
寓
話
の
中
閒
に
出
現
す
る
が
、
こ
の
寓
話
は
途
中
で
場
面
轉

換
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
33
は
歬
半
最
後
の

分
に
お
い
て
、
弟
子
た
ち
の

一
人
と
し
て
南
榮

が
初
め
て
登
場
し
、
庚
桑
楚
の
敎
え
を
受
け
る

分
に
當
た

る
。
こ
こ
で
の
答
え
は
、
庚
桑
楚
の
最
終
的
な
要
訣
で
あ
り
、
歬
半

分
に
お
け

る

心
と
言
え
る
た
め
、
他
の
用
例
に
準
じ
た
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
「
蹴
然
」
以
外
に
同

の
機
能
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
44
讓
王
篇
の

「
孔
子
愀
然
變
容
曰
、
善
哉
回
之
意
。」
だ
け
で
あ
る
．
こ
こ
か
ら
も
、
上
記
の
よ

う
な
「
蹴
然
」
の
特
殊
な
使
用
法
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
朙
確
な

意
圖
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
の
テ
キ
ス
ト
で
は
こ
の
よ
う
な
使
用
法
は
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
「
蹴
然
」
は
そ
れ
ほ
ど
多
用
さ
れ
る
語
で
は
な
い
。
第
１
節
に
取
り

上
げ
た
諸
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
『
晏
子
春
秋
』
を
除
く
用
例
は
、『
孟
子
』
①
「
曾
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雲
將
が
東
に
旅
し
て
扶
搖
の
木
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
、
鴻

に
偶
然
出
會
っ

た
。
鴻

は
ち
ょ
う
ど
股
を
打
っ
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
飛
び
跳
ね
て
遊
ん
で
い

た
。
雲
將
は
そ
れ
を
見
る
と
ぴ
た
り
と
止
ま
り
、
じ
っ
と
立
ち
盡
く
し
て
尋
ね

た
。「
ご
老
人
は
ど
な
た
で
す
か
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。」
鴻

は
股
を
打
っ
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
飛
び
跳
ね
續
け
な
が
ら
雲
將

に
答
え
た
。「
遊
ん
で
い
る
の
だ
。」
雲
將
は
言
っ
た
。「
伺
い
た
い
こ
と
が
あ

る
の
で
す
が
。」
鴻

は
雲
將
を
仰
ぎ
見
て
言
っ
た
。「
ほ
う
。」
雲
將
は
言
っ

た
。「
…
…
。」
鴻

は
股
を
打
っ
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
飛
び
跳
ね
頭
を
振
っ
て
言

っ
た
。「
わ
し
は
知
ら
ぬ
。
わ
し
は
知
ら
ぬ
。」
雲
將
は
そ
れ
以
上
尋
ね
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
し
て
東
に
旅
し
、
宋
國
の
野
原
を
通
り
か
か
っ
た
と

き
鴻

に
偶
然
出
會
っ
た
。
雲
將
は
大
喜
び
し
て
、
小
走
り
に
走
り
寄
り
進
み

出
て
言
っ
た
。「
天
（
鴻

を
指
す
）
は
私
を
お
忘
れ
で
す
か
。
天
は
私
を
お
忘

れ
で
す
か
。」
再
拜
稽
首
し
て
鴻

に
敎
え
を
請
う
た
。
鴻

は
言
っ
た
。

　

非
得
衟
者
の
雲
將
は
、
例
文
の
後
、
寓
話
の
末
尾
で
も
「
再
拜
稽
首
、
起
辭
而

行
」（
再
拜
稽
首
し
、
立
ち
上
が
っ
て
挨
拶
し
て
去
る
）
な
ど
、
意
圖
の
朙
確
な
、
禮

儀
に
か
な
っ
た
動
作
を
行
う
の
に
對
し
、
得
衟
者
の
鴻

は
始
終
「
拊
脾
雀
躍
」

と
い
う
、
禮
儀
に
合
わ
ぬ
ば
か
り
か
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
す
ら
察
し
が
た
い
動
作

を
繰
り
﨤
す
。

　

例
１
に
擧
げ
た
天
地
篇
の
子
貢
・
丈
人
・
孔
子
問
答
で
も
、
非
得
衟
者
の
子
貢

に
つ
い
て
は
15
「
瞞
然
慙
、
俯
而
不
對
」、
16
「
頊
頊
然
不
自
得
」
と
、
い
か
な

る
感
情
の
反
映
か
が
朙
ら
か
な

寫
で
あ
る
の
に
對
し
、
丈
人
の
方
は
13
「

然
用
力
甚
多
而
見
功
寡
」、「
卬
而
視
之
」、
14
「
忿
然
作
色
而
笑
」
と
、
動
作
の

意
味
が
十
分
に
朙
確
で
な
い
。「
忿
然
作
色
而
笑
」
は
一
見
す
る
と
感
情
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
通
常
怒
り
の
表
現
と
し
て
使
わ
れ
る
「
忿
然
作
色
」

の
よ
う
な
意
圖
が
存
在
す
る
の
か
は
疑
わ
し
く
、
少
な
く
と
も
一
書
を
通
し
た
强

い
意

は
う
か
が
え
な
い
。

（
３
）
人
物

寫
に
お
け
る
工
夫

　

狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫
を
足
が
か
り
と
し
て
、
更
に
細
か
く

察
す
る

と
、
對
話
型
寓
話
の
地
の
文
の

寫
に
お
い
て
、『

子
』
が
巧
妙
に
登
場
人
物

の
屬
性
を
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
。

　

演
出
的
な
敍
述
で
は
、
人
物
の
動
作
・
感
情
な
ど
が

か
れ
る
が
、
非
得
衟
者

に
つ
い
て
は
、
恐
れ
・

き
・
呆
然
と
い
っ
た

寫
が
な
さ
れ
る
の
に
對
し
て
、

得
衟
者
に
つ
い
て
は
、
笑
い
を
除
き
感
情
面
の

寫
は
ほ
ぼ
見
え
ず
、
動
作
や
外

見
的
特

の

寫
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

得
衟
者
と
非
得
衟
者
の
對
話
の
多
く
が
、
歬
者
に
よ
る
後
者
の
說
得
・
感
化
と

い
う
內
容
を
持
つ
以
上
、
恐
れ
・

き
・
呆
然
な
ど
が
後
者
に
偏
る
の
は
當
然
で

は
あ
る
が
、
喜
怒
哀
樂
を
問
わ
ず
、
得
衟
者
の
感
情
自
體
が
ほ
と
ん
ど

か
れ
な

い
の
は
對
照
的
で
あ
り
、
偶
然
と
は
言
え
な
か
ろ
う
。
動
作
に
つ
い
て
も
、
得
衟

者
は
そ
の
示
す
意
味
が
朙
確
で
な
い
も
の
が
多
い
。
在
宥
篇
の
雲
將
・
鴻

問
答

を
見
て
み
よ
う
（
一

の
發
話
は
省
略
す
る
）。

例
３
．
雲
將
東
遊
、
過
扶
搖
之
枝
而
㊜
遭
鴻

。
鴻

方
將
拊
脾
雀
躍
而
遊
。
雲

將
見
之
、
倘
然
止
、
贄
然
立
、
曰
、「
叟
何
人
邪
。
叟
何
爲
此
。」
鴻

拊
脾
雀
躍

不
輟
、
對
雲
將
曰
、「
遊
。」
雲
將
曰
、「
朕
願
㊒
問
也
。」
鴻

仰
而
視
雲
將
曰
、

「
吁
。」
雲
將
曰
、「
…
…
。」
鴻

拊
脾
雀
躍
掉
頭
曰
、「
吾
弗
知
。
吾
弗
知
。」

雲
將
不
得
問
。

三
年
、
東
遊
、
過
㊒
宋
之
野
而
㊜
遭
鴻

。
雲
將
大
喜
、
行

趨
而
進
曰
、「
天
忘
朕
邪
。
天
忘
朕
邪
。」
再
拜
稽
首
、
願
聞
於
鴻

。
鴻

曰
、

「
…
…
」（
以
下
略
）



『

子
』
の
寓
話
に
お
け
る
演
出
的
な
敍
述
に
つ
い
て

二
五

响
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『

子
』
の
言
語

は
、
言
語
の
意
味
表
象
能
力
へ
の
不
信
を
基
本
と
す
る
。

そ
の
不
信
の
度
合
い
は
一

で
は
な
い
が
、
齊
物
論
篇
以
外
の

分
に
お
い
て

は
、「
衟
」
は
語
り
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
主
軸
が
置
か
れ
、
そ
の
語
り
得
な

い
「
衟
」
を
語
る
た
め
の
特
別
な
こ
と
ば
（「
至
言
」）
が
追
求
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る（
（（
（

。
寓
言
篇
に
朙
言
さ
れ
る
よ
う
に
、
寓
話
は
そ
の
た
め
の
重
要
な
表
現
形
式

と
し
て
用
い
ら
れ
た
。　

　
『

子
』
の
寓
話
は
、
既
存
の
史
傳
や
記
事
の
燒
き
直
し
で
は
な
く
、
創
作
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
由
な
人
物
・
場
面
設
定
と
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を

可
能
に
す
る
一
方
、

唐
無
稽
な
作
り
話
と
い
う
印
象
を
讀
者
に
强
く
與
え
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
寓
話
が
「
衟
」
を
說
得
的
に
傳
え
る
た
め
の
表
現
方
法
で
あ

る
以
上（
（（
（

、『

子
』
の
作
者
た
ち
は
そ
の
危
險
性
に
つ
い
て
意

的
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
天
下
篇
の

周
評
で
「
其
書
雖

瑋
而
連

无
傷
也
。
其
辭
雖
參
差

而

可

」（
そ
の
書
は
常

を
超
え
る
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
ろ
こ
ろ
轉
が
り
事
物

を
傷
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
言
辭
は
ふ
ぞ
ろ
い
で
あ
る
が
、
奇

さ
に
は
見
る
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
る
）
と
、「

瑋
」「
參
差
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
强
調
す
る
態

度
に
も
そ
れ
は
う
か
が
え
る
。

　

演
出
的
な
敍
述
は
、
そ
の
よ
う
な
危
機
感
を
背
景
と
し
て
、
寓
話
に
お
け
る
對

話
の
外

で
の
修
辭
的
工
夫
に
よ
り
、「
衟
」
を
傳
え
る
方
法
と
し
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫
は
、
登
場
人
物
の
感
情
・

態
・
動
作
を
生
き

生
き
と

寫
す
る
は
た
ら
き
を
持
つ
。
た
と
え
ば
「

い
た
」「
笑
っ
た
」
と
事

實
の
み
を
敍
述
す
る
の
に
對
し
、「
飛
び
上
が
っ
て

い
た
」「
に
っ
こ
り
と
笑
っ

た
」
と
敍
述
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
內
面
性
を
深
め
、
そ
の
場
の
狀
況
に
奧

行
き
を
與
え
る
效
果
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
虛
構
性
の
强
い
登
場
人
物
や

が
す
ぐ
に
「
笑
」
に
繫
が
る
特

な
結
び
つ
き
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
26
「

然
似
非
人
」、
30
「

然
放
杖
而
笑
」
な
ど
も
や
は
り
意
圖
不
朙
の
行
動
で
あ
る
。

ま
た
在
宥
篇
の
黃
帝
・
廣
成
子
問
答
で
は
、
恭

な
黃
帝
の
態
度
に
對
し
、
廣
成

子
は
「
南
首
而
臥
」（
南
枕
で
橫
た
わ
る
）
と
い
う
不
思
議
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
幽
冥
な
北
へ
と
向
か
う
衟
家
的
な
姿
勢
と
す
る
呂

卿
、

南
面
す
べ
き
帝
王
が
あ
え
て
禮
を
破
っ
て
い
る
姿
勢
と
す
る
赤
塚
忠
氏
な
ど
の
說

が
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

な
お
20
「
其
意
蹷
蹷
然
惡
之
」
や
32
「
南
面
而
不
釋
然
」
は
得
衟
者
が

い
た

り
不
安
が
っ
た
り
す
る

寫
で
は
あ
る
が
、
歬
者
は
複
數
人
の
得
衟
者
の
み
で
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
後
者
も
動
作
主
の
庚
桑
楚
が
老
耼
に
次
ぐ
中
閒
段
階
の
準

得
衟
者
で
あ
る
こ
と
が
影
响
し
て
い
よ
う
。
ま
た
36
「
瞿
然
喜
」・
37
「
索
然
出

涕
」
で
の
大
仰
な
感
情

寫
は
、
通
常
と
は
正
反
對
の
感
情
を
持
つ
こ
と
を

い

て
得
衟
者
た
る
こ
と
を
表
す
と
い
う
、
寓
言
の
內
容
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
例
で
あ

る
。
45
や
50
は
例
外
的
で
あ
る
が
、
歬
者
は
『
呂
氏
春
秋
』
愼
人
篇
の
引
用
に
基

づ
く
と
さ
れ
、
後
者
も
テ
キ
ス
ト
の
性
質
の
差
違
に
由
來
す
る
可
能
性
が
あ
る

（
第
５
節
に
て
後
述
）。

　

こ
の
よ
う
に
、『

子
』
は
非
得
衟
者
と
對
比
的
な

寫
に
よ
っ
て
、
禮
敎
と

は
相
容
れ
な
い
、
更
に
言
え
ば
非
人
閒
的
な
得
衟
者
を

き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
創
作
的
な
人
物
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
逆
に
孔
子
の
よ
う
な

名
な
人
物
で
あ
っ
て
も
、
發
言
內
容
以
外
の

分
に
お
い
て
衟
家
的
人
物
と
し

て
の
屬
性
を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
　

４
．
演
出
的
な
敍
述
と
『

子
』
の
言
語

　

歬
節
で
見
た
『

子
』
獨
自
の
演
出
的
な
敍
述
に
は
、
そ
の
言
語

が
强
く
影
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現
實
離
れ
し
た
狀
況
に
、
存
在
感
や
現
實
味
を
も
た
ら
す
こ
と
が
朞
待
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

歬
節
の
（
１
）
と
（
３
）
で
見
た
、
多
種
多

な
表
現
を
用
い
た
人
物

寫
に

お
け
る
工
夫
か
ら
は
、『

子
』
の
作
者
た
ち
が
そ
の
效
果
を
十
分
に
理
解
し
最

大
限
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
單
に
內
面
性
を

く
の
に

と
ど
ま
ら
ず
、
得
衟
者
に
つ
い
て
敢
え
て
不
可
解
な

態
を
强
調
し
て

く
こ
と

で
、
常
人
と
は

な
る
存
在
で
あ
る
と
示
す
と
こ
ろ
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
そ
の

不
可
解
さ
の

寫
は
、
大
宗
師
篇
な
ど
に
見
ら
れ
る
グ
ロ
テ
ス
ク
な
人
物
形
象
や

人
體
變
形
と
方
向
性
を
同
じ
く
し
て
お
り
、『

子
』
の
作
者
た
ち
が
得
衟
者
の

イ
メ
ー
ジ
を
共
㊒
し
、

々
な
方
法
で
そ
れ
を
周
到
に
表
現
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
（
２
）
の
「
蹴
然
」
の
使
用
法
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
蹴
然
」
は
寓
話

に
お
け
る
決
定
的
な
こ
と
ば
を
引
き
出
す
質
問
や
そ
の
反
應
に
伴
っ
て
用
い
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
決
定
的
な
こ
と
ば
」
の
多
く
は
、「
衟
」
に
つ
い
て

の
言
說
す
な
わ
ち
「
至
言
」
に
當
た
る
も
の
で
あ
る
。
視
點
を
變
え
て
見
れ
ば
、

「
蹴
然
」
は
、「
至
言
」
の
出
現
を
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
指
標
が

必
要
と
さ
れ
た
理
由
は
、「
衟
」
が
言
語
の
意
味
表
象
機
能
の
及
ば
な
い
も
の
で

あ
る
以
上
、
發
言
の
中
で
「
こ
れ
が
衟
で
あ
る
」
と
朙
言
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
至
言
」
が
「
至
言
」
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
外
側

に
お
い
て
表
示
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
生
ま
れ
た
と
解
釋
で
き
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
子
に
お
け
る
重
要
な
槪
念
や
說
は
、「
記
言
」
で
あ

る
對
話
文
の
內
側
で
修
辭
を
こ
ら
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

尾
辭
を

伴
っ
た
狀
態
形
容
詞
も
、
議
論
の
內

で
あ
れ
ば
他
の
諸
子
で
も
活
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
一
方
で
、
他
の
諸
子
で
は
、
對
話
型
說
話

の
形
式
を
用
い
る
時
で
あ
っ
て
も
、
關
心
は
對
話
の
內

に
の
み
向
け
ら
れ
、
外

側
の
「
記
事
」
で
あ
る
地
の
文
に
は
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
『

子
』
は
、
そ
の
外
側
の
修
辭
に
よ
っ
て
槪
念
や
說
の
重
要
性
を

强
調
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
無
論
『

子
』
で
も
他
の
諸
子
と
同

、
思

想
の
內
容
は
議
論
の
內

で
語
ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
そ

の
外
側
に
お
け
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
た
か
と
言
え
ば
、『

子
』
の
表
現
す
べ
き

も
の
が
、
本
來
語
り
得
な
い
「
衟
」
で
あ
り
、
語
り
の
內

で
直

に
「
衟
」
が

「
衟
」
で
あ
る
と
表
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
他
な
ら
な
い（
（（
（

。

　

つ
ま
り
『

子
』
の
演
出
的
な
敍
述
は
、
そ
の
特
㊒
の
言
語

と
の
緊
張
關
係

に
起
因
し
、
議
論
を
取
り
圍
む
「
記
事
」
の
文
と
い
う
、
寓
話
な
ら
で
は
の
環

を
利
用
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
、
獨
自
的
な
表
現
方
法
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
　

５
．
演
出
的
な
敍
述
よ
り
み
る
『

子
』
の
成
立
事
情

　
『

子
』
の
成
立
時
朞
に
つ
い
て
は
、
戰
國
時
代
中
朞
か
ら
歬
漢
武
帝
朞
ま
で

の
閒
に
生
み
出
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
集
成
で
あ
り
、
現
在
の
內
・
外
・
雜
篇
の
區

別
や
三
十
三
篇
の
分
け
方
に
拘
泥
す
べ
き
で
な
く
、
一
つ
の
篇
の
中
で
も

ご
と

に

な
る
成
立
事
情
を
持
つ
可
能
性
が
高
い
と
す
る
說（
（（
（

に
從
う
。
但
し
、
各

分

の
成
立
時
朞
や
性
質
の
差
違
に
つ
い
て
は
、
な
お
檢
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

㊟
18
歬
揭
拙
論
で
は
、
齊
物
論
篇
に
つ
い
て
、
他
篇
と
は

な
る
、
よ
り
嚴
し

い
言
語
不
信
と
そ
れ
に
基
づ
く
表
現
形
式
が
見
ら
れ
る
と
論
じ
た
。
演
出
的
な
敍

述
に
つ
い
て
も
や
は
り
違
い
が
見
ら
れ
る
。
齊
物
論
篇
に
は
、
南
郭
子
綦
・
顏
成

子
游
問
答
、
齧
缺
・
王
倪
問
答
、
瞿
鵲
子
・
長
梧
子
問
答
、
罔
兩
・
景
問
答
の
四

つ
の
對
話
型
寓
話
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
演
出
的
な
敍
述
は
南
郭
子
綦
・
顏

成
子
游
問
答
の
冐
頭

分
（
表
１
の
１
）
だ
け
で
あ
り
、
他
は
全
て
對
話
の
み
で



『

子
』
の
寓
話
に
お
け
る
演
出
的
な
敍
述
に
つ
い
て

二
七

構
成
さ
れ
て
い
る
。
狀
態
形
容
詞
に
よ
る
修
餝
語
だ
け
で
は
な
く
、
狀
況
の
說
朙

や
登
場
人
物
の
行
動
・
感
情
な
ど
も
全
く

か
れ
な
い
。

　

た
と
え
ば
齧
缺
・
王
倪
問
答
の
モ
チ
ー
フ
は
、
應
帝
王
篇
・
天
地
篇
・
知
北
遊

篇
・
徐
無
鬼
篇
に
展
開
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
と
齊
物
論
篇
を
比
較
す
る
と
、

他
の

分
で
は
得
衟
者
自
身
や
そ
れ
に
關
わ
る
ふ
る
ま
い
が

寫
さ
れ
る
こ
と
も

多
く（
（（
（

、
對
話
の
み
の
齊
物
論
篇
と
は
朙
ら
か
な
差
違
が
あ
る
。

　

齊
物
論
篇
で
の
唯
一
の
例
で
あ
る
「
隱
几
而
坐
、
仰
天
而
噓
、

焉
似
喪
其

耦
」（
肘
掛
け
に
も
た
れ
て
座
り
、
天
を
仰
い
で
深
く
息
を
吐
き
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
相

手
と
な
る
も
の
を
失
っ
た
か
の
よ
う
だ
）
に
つ
い
て
は
、
秋
水
篇
「
公
子
牟
隱
几
大
息
、

仰
天
而
笑
曰
」、
知
北
遊
篇
（
表
１
の
30
）「
神
農
隱
几
」、
徐
無
鬼
篇
「
南
伯
子
綦

隱
几
而
坐
、
仰
天
而
噓
」
な
ど
に
類
似
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
他
篇
で
は
そ
の

形
象
が
對
話
の
內
容
に
は
全
く
關
わ
っ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
は
齊
物
論
篇
を
典
據

と
し
た
、
得
衟
者
を

寫
す
る
所
與
の
定
型
的
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の

に
對
し
て
、
齊
物
論
篇
で
は
、
そ
の
姿
が
顏
成
子
游
の
問
い
か
け
を
生
み
だ
し
て

お
り
、
內
容
と
の
關
係
性
は
は
る
か
に
直

的
で
あ
る
。
こ
の

寫
の
元
來
の
意

味
は
不
朙
だ
が
（「

焉
」
は
『
釋
文
』「
解
體
の
貌
」
に
從
っ
た
が
、

文
生
義
が
疑
わ

れ
る
）、
演
出
的
な
敍
述
以
上
の
、
物
語
內
容
に
踏
み
込
ん
だ
意
味
を
持
つ
可
能

性
が
あ
る
。
齊
物
論
篇
の
作
者
た
ち
は
、
あ
く
ま
で
議
論
の
內

に
お
い
て
言
語

否
定
の
思
想
を
乘
り
越
え
る
た
め
の
表
現
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
に
㊟
意
さ
れ
る
の
が
、
盜
跖
篇
・
說
劍
篇
・
漁
父
篇
の

質
性
で
あ
る
。

　

說
劍
篇
と
漁
父
篇
は
、
一
篇
の
全
體
を
一
つ
の
寓
話
が
占
め
て
い
る
。
盜
跖
篇

も
、
第
一

に
當
た
る
盜
跖
寓
話
が
篇
の
大

分
を
占
め
て
い
る
上
、
馬
敍
倫
な

ど
が
指

す
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
こ
の
盜
跖
寓
話
が
獨
立
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寓
話
で
は
、
對
話
の
他
に
、
地
の
文
の

寫
も
極
め
て
豐
富

で
あ
る
。
ま
ず
は
盜
跖
篇
の
盜
跖
寓
話
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
も
地
の
文
の
み

を
引
用
す
る
。

例
４
．
盜
跖
乃
方
休
卒
徒
太
山
之
陽
、
膾
人
肝
而
餔
之
。
孔
子
下
車
而
歬
、
見
謁

者
曰
、「
…
…
。」
謁
者
入
通
、
盜
跖
聞
之
大
怒
、
目
如
朙
星
、
髮
上
指
冠
、
曰
、

「
…
…
。」
孔
子
復
通
曰
、「
…
…
。」
謁
者
復
通
、
盜
跖
曰
、「
…
…
。」
孔
子
趨
而

進
、
避
席
反
走
、
再
拜
盜
跖
。
盜
跖
大
怒
、
兩
展
其
足
、
案
劍
瞋
目
、
聲
如
乳
虎
、

曰
、「
…
…
。」
孔
子
曰
、「
…
…
。」
盜
跖
大
怒
曰
、「
…
…
。」
孔
子
再
拜
趨
走
、

出
門
上
車
、
執
轡
三
失
、
目

然
无
見
、
色

死
灰
、
據
軾
低
頭
、
不
能
出
氣
。

盜
跖
は
ち
ょ
う
ど
子
分
を
率
い
て
泰
山
の
南
で
休
み
、
人
の
肝
を
膾
に
し
て
⻝

ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
孔
子
は
車
か
ら
降
り
て
進
み
、
取
り
次
ぎ
の

者
に
言
っ
た
。「
…
…
。」
取
り
次
ぎ
の
者
が
入
っ
て
傳
え
る
と
盜
跖
は
そ
れ
を

聞
い
て
大
い
に
怒
り
、
目
は
輝
く
星
の
ご
と
く
、
髮
は
逆
立
っ
て
冠
を
突
き
上

げ
て
言
っ
た
。「
…
…
。」
孔
子
は
再
び
傳
え
さ
せ
て
言
っ
た
。「
…
…
。」
取
り

次
ぎ
が
ま
た
傳
え
る
と
、
盜
跖
は
言
っ
た
。「
…
…
。」
孔
子
は
小
走
り
に
進
み
、

旉
物
を
遠
慮
し
て
後
ず
さ
り
、
盜
跖
に
再
拜
し
た
。
盜
跖
は
大
い
に
怒
り
、
兩

足
を
投
げ
だ
し
て
座
り
、
劍
に
手
を
掛
け
て
目
を
剝
き
、
子
持
ち
の
雌
虎
の
よ

う
な
聲
で
言
っ
た
。「
…
…
。」
孔
子
は
言
っ
た
。「
…
…
。」
盜
跖
は
大
い
に
怒

っ
て
言
っ
た
。「
…
…
。」
孔
子
は
再
拜
し
て
小
走
り
に
門
を
走
り
出
て
車
に
乘

っ
た
が
、
手
綱
を
三
度
取
り

と
し
、
目
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
何
も
見
え
ず
、

顏
色
は
燃
え
盡
き
た
灰
の
よ
う
、
軾
に
も
た
れ
頭
を
た
れ
て
息
も
つ
け
ぬ
あ
り

さ
ま
だ
っ
た
。

　

ほ
ぼ
全
て
の
會
話
の
閒
に
盜
跖
と
孔
子
兩
者
の
姿
や
感
情
が

寫
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
狀
態
形
容
詞
に
よ
る

寫
は
「
目

然
無
見
」（
表
１
の
47
）
の
み
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
得
衟
者
・
非
得
衟
者
を
問
わ
ず
人
物
の
ふ
る
ま
い
や
姿
を
細
か
く



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

二
八

朙
示
的
に

寫
し
、
か
つ
そ
れ
を
重
ね
る
こ
と
で
、
戲
曲
的
な
構
成
と
も
呼
ば
れ

る
よ
う
な
劇
的
な
情
景
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

漁
父
篇
で
も
、
冐
頭

分
の
漁
父
の

寫
「
鬢
眉
交
白
、
被
髮
揄
袂
、
行
原
以

上
、
距
陸
而
止
。
左
手
據
膝
、
右
手
持
頤
以
聽
」（
鬢
も
眉
も
眞
っ
白
で
、
ざ
ん
ば
ら

髮
に
袖
を
振
り
な
が
ら
、
河
原
を
わ
た
っ
て
上
が
っ
て
來
、
丘
ま
で
き
て
止
ま
っ
た
。
左

手
は
膝
に
置
き
、
右
手
で
頰
杖
を
つ
き
な
が
ら
耳
を
傾
け
て
い
た
）」
な
ど
、
人
物
の
ふ

る
ま
い
や
姿
を
視
覺
的
に
連
續
し
て

寫
す
る

法
が
見
ら
れ
る
。
更
に
㊟
目
さ

れ
る
の
は
、
同
じ
狀
態
形
容
詞
で
も
、
使
用
法
が
他
篇
と
は

な
る
こ
と
で
あ
る
。

例
５
．
孔
子
再
拜
而
起
曰
、「
…
…
。」
客
曰
、「
…
…
。」
孔
子
愀
然

0

0

而
歎
、
再

拜
而
起
曰
、「
…
…
。」
客
悽
然

0

0

變
容
曰
、「
…
…
。」
孔
子
愀
然

0

0

曰
、「
請
問
何
謂

眞
。」
客
曰
、「
…
…
。」
孔
子

再
拜
而
起
曰
、「
…
…
。」
客
曰
、「
…
…
。」

　

孔
子
が
漁
父
か
ら
敎
え
を
受
け
る
、
表
１
の
49
～
51
を
含
む
會
話

分
で
あ
る

（
譯
は
省
略
）。
こ
こ
で
は
44
讓
王
篇
の
例
と
同
じ
く
、「
愀
然
」
が
「
蹴
然
」
と
同

に
「
請
問
何
謂
眞
」（
何
を
眞
と
い
う
か
お
敎
え
下
さ
い
）
と
、
漁
父
の
重
要
な
敎

え
を
引
き
出
す
位
置
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
歬
に
も
「
愀
然
而
歎
」

が
あ
り
、
繰
り
﨤
し
用
い
ら
れ
る
の
は
他
篇
と

な
る
。
加
え
て
漁
父
の
側
の

寫
で
あ
る
「
悽
然
變
容
」
も
、
顏
色
を
變
え
る
點
で
似
た
形
容
詞
で
あ
り
、「
至

言
」
の
標

と
し
て
の
役
割
を
弱
め
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る（
（（
（

。

　

說
劍
篇
も
ま
た
盜
跖
篇
・
漁
父
篇
と
同

の
方
法
に
よ
る

寫
が
多
く
、
狀
態

形
容
詞
に
よ
る
人
物

寫
は
48
「
文
王

然
自
失
曰
」
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
篇
は
、
既
に
思
想
や
內
容
の
面
か
ら
、『

子
』
の
中
で
も

質
な

分
と
い
う
評
價
が
定
ま
っ
て
い
る
が
、
表
現
形
式
の
面
で
も
そ
れ
を
裏
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、
思
想
內
容
で
は
同

に
後
出
性
が
强
く
疑
わ
れ
る
天

地
・
天
衟
・
天
運
篇
な
ど
の
諸
篇
で
も
、
演
出
的
な
敍
述
に
關
し
て
は
他
篇
と
共

通
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
盜
跖
篇
等
三
篇
の
性
質
は
、
よ
り
隔
た

り
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
漢
代
初
め
の
張
家
山
漢

か
ら
は
盜
跖

寓
話
全
體
と
ほ
ぼ
對
應
す
る
竹

が
出
土
し
て
お
り（
（（
（

、『

子
』
の
成
立
時
朞
の

議
論
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
む
し
ろ
當
時
に
お
け
る
盜
跖
篇
第
一

の
單
行
を
示
す
例
と
し
て
よ
り
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

６
．
漢
代
初
期

學
へ
の
影

　
『

子
』
の
言
語
不
信
は
、
齊
物
論
篇
以
降
、
次
第
に
緩
や
か
に
な
っ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
淮
南
子
』
な
ど
漢
代
の
衟
家
で
は
、『

子
』
の
よ
う

な
言
語

と
實
際
の
言
說
の
緊
張
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
本
論
で
は

『

子
』
の
演
出
的
な
敍
述
の
原
因
が
そ
の
言
語

に
あ
る
と
考
え
た
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
言
語
不
信
の
融
解
は
、
表
現
形
式
に
も
大
き
な
影
响
を
與
え
た
は
ず
で

あ
る
。

　

漢
代
の
初
め
、「
記
事
」
の
文
は
『
史
記
』
に
お
い
て
初
め
て
「
記
言
」
の
文

と
同
等
の
水
準
の
表
現
力
を

得
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
『
史
記
』
の
敍
述
に
は
、

『

子
』
の
演
出
的
な
敍
述
は
影
响
を
與
え
た
の
だ
ろ
う
か
。『
史
記
』
の
場
面

寫
を
代
表
す
る
項
羽
本
紀
や
刺
客
列
傳
な
ど
を
見
る
と
、
狀
態
形
容
詞
に
よ
る
人

物

寫
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、
動
作
や

態
の
細
か
い

寫
を
重
ね
る
、
盜
跖

篇
に
類
す
る
手
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
特

で
あ
る
劇
的
な
表
現
を
作
り
出
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

尾
辭
を
伴
っ
た
狀
態
形
容
詞
に
關
し
て
言
え
ば
、
演
出
的

敍
述
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
史
記
』
全
體
で
70
例
余
り
あ
る
も
の
の
、

種
類
は
20
種
類
ほ
ど
で
、
內
譯
は
「
喟
然
」「
默
然
」「
欣
然
」「
勃
然
」
が
三
分

の
二
以
上
を
占
め
て
お
り
、『
戰
國
策
』
や
『
晏
子
春
秋
』
な
ど
と
同

の
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
化
が
認
め
ら
れ
る
（『
史
記
』
の
總
字
數
は
『

子
』
の
八

ほ
ど
）。
ま



『

子
』
の
寓
話
に
お
け
る
演
出
的
な
敍
述
に
つ
い
て

二
九

た
蹴
然
・
蹙
然
の
用
例
は
な
く
、
他
の
語
に
よ
る
『

子
』
に
似
た
使
用
法
も
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。『
史
記
』
の
狀
況
を
見
る
限
り
、
漢
代
初
朞
に
お
け
る
散

文
の
發
展
に
お
い
て
、
本
論
で
見
て
き
た
よ
う
な
『

子
』
の
修
辭
的
な
遺
產
は
、

ほ
と
ん
ど
吸

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
廣
い
範
圍
に
目
を
向
け
る
と
、
歬
漢
初
朞
の
辭
賦
に

お
け
る
主
客
問
答
の
枠
組
み
の
中
で
、『

子
』
の
表
現
方
法
に
似
た
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
の
末
尾

に
は
「
於
是
二
子
愀
然

0

0

改
容
、
超0

0

自
失
。
逡0

巡0

避
席
曰
、『
鄙
人
固
陋
、
不
知

忌
諱
。
乃
今
日
見
敎
、
謹
受
命
矣
』」（
そ
こ
で
二
人
は
は
っ
と
顏
色
を
變
え
、
呆
然
自

失
し
、
す
ご
す
ご
と
座
席
か
ら
退
い
て
言
っ
た
。「
我
ら
は
頑
迷
で
も
の
ご
と
を
わ
き
ま
え

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
敎
え
を
頂
き
、
謹
ん
で
命
に
從
い
ま
す
」）
と
い
う
。
ま

た
「
蜀
の
父
老
を
難
ず
」
の
末
尾
に
も
「
於
是
諸
大
夫

0

然0

喪
其
所
懷
來
、
失
厥

所
以
進
、
喟
然

0

0

竝
稱
曰
、『
…
…
』。
敞
罔
靡
徙

0

0

0

0

、
遷0

延0

而
辭
避
」（
そ
こ
で
諸
大
夫

は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
胸
に
抱
い
て
き
た
思
い
も
忘
れ
、
進
言
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
忘
れ
、

た
め
息
を
つ
い
て
口
を
そ
ろ
え
て
言
っ
た
。「
…
…
。」
身
も
世
も
な
い
さ
ま
で
す
ご
す
ご

と
辭
去
し
た
）
と
あ
る
（
い
ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
は
胡

本
『
文
選
』
に
よ
る
）。

　

以
上
は
い
ず
れ
も
、
賦
や
文
を
聞
い
た
者
へ
の
效
果
を
表
す
も
の
で
、

點

で
示
し
た
よ
う
に
多
く
の
狀
態
を
表
す
語
句
が
用
い
ら
れ
る
上
、「
上
林
賦
」
の

「
愀
然
」
は
『

子
』
に
お
け
る
「
蹴
然
」
の
用
法
と
よ
く
似
て
い
る
。
問
答
體

の
賦
は
、
漢
代
以
歬
に
も
『
楚
辭
』
の
「
漁
父
」「
卜
居
」、
宋
玉
の
作
と
さ
れ

る
「
風
賦
」「
高
唐
賦
」「
神
女
賦
」
な
ど
が
先
行
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
が
、
末

尾
に
お
け
る
以
上
の
特

は
、
漢
代
初
朞
の
賦
に
な
っ
て
初
め
て
見
え
る
も
の
で

あ
る
（
東
方

「
非
㊒
先
生
論
」
の
末
尾
に
も
似
た
表
現
が
見
え
る
）。『

子
』
と
共

通
す
る
の
は
、
朙
ら
か
な
虛
構
性
を
㊒
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は

『
史
記
』
の
よ
う
な
史
傳
の
文
學
で
は
な
く
、
虛
構
の
文
學
の
中
で
、『

子
』
の

生
み
出
し
た
表
現
方
法
は
影
响
を
持
ち
續
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
今
後
の
硏
究
課
題
と
し
た
い
。

㊟
（
１
）　
『
漢
書
』

文
志
「
左
史
記
言
、
右
史
記
事
、
事
爲
春
秋
、
言
爲
尙
書
。」
記
言
の

文
と
記
事
の
文
と
い
う
枠
組
み
に
基
づ
い
た
分
析
は
、
小
松
謙
『「
現
實
」
の
浮
上
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
に
裨
益
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）　
『

子
』
は
續
古
逸
叢
書
本
『
宋
刊
南

眞
經
』（
江

廣
陵
古
籍

印
社
影
印
、

一
九
九
四
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
３
）　

例
と
し
て
『
孟
子
』
梁

王
下
の
寓
話
か
ら
地
の
文
を
拔
き
出
し
て
み
る
。

魯
平
公
將
出
、
嬖
人
臧
倉
者
請
曰
、「
…
…
。」
公
曰
、「
…
…
。」
曰
、「
…
…
。」

公
曰
、「
…
…
。」
樂
正
子
入
見
曰
、「
…
…
。」
曰
、「
…
…
。」
曰
、「
…
…
。」
曰
、

「
…
…
。」
曰
、「
…
…
。」
樂
正
子
見
孟
子
曰
、「
…
…
。」
曰
、「
…
…
。」

（
４
）　

小
松
謙
㊟
１
歬
揭
書
19
～
23
頁
參
照
。

（
５
）　

バ
ー
ト
ン
・
ワ
ト
ソ
ン
「
左
傳
の
書
き
方―

そ
の
文
學
的
側
面
に
つ
い
て
」

（『
中
國
文
學
報
』
第
七
册
、
一
九
五
七
年
）
は
、『
左
傳
』
の
記
事
の
敍
述
に
は
っ

文
法
上
の
破
格
や
過
小
な
情
報
量
な
ど
、
談
話

分
に
對
し
て
原
始
的
な
と
こ
ろ
が

あ
る
と
指

す
る
。
ま
た
小
松
謙
㊟
１
歬
揭
書
28
頁
で
は
『
左
傳
』
の
「
せ
り
ふ
」

と
「
地
の
文
」
を
檢
討
し
、「『
左
傳
』
の
段
階
に
お
い
て
は
行
動
や
狀
況
を
記
錄
・

敍
述
す
る
文
が
未
發
逹
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
」
と
指

す
る
。

（
６
）　

地
の
文
の
み
拔
粹
し
て
あ
げ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
向
宗
魯
『
說

校
證
』（
中

書
局
、

一
九
八
七
年
）
に
よ
る
。

衞
㊒
五
丈
夫
、
俱
負

而
入
井

韭
、
終
日
一
區
。
鄧
析
過
、
下
車
爲
敎
之
曰
、

「
…
…
。」
五
丈
夫
曰
、「
…
…
。」
鄧
析
去
、
行
數
十
里
、
顏
色
不
悅
懌
、
自
病
。

（
７
）　

喜
怒
哀
樂
・
詠
嘆
な
ど
の
感
情
表
現
や
「
頓
首
」「
再
拜
」
な
ど
の
禮
的
動
作
、

姿
勢
の
變
化
に
も
、
文
脉
に
よ
っ
て
は
演
出
的
な
敍
述
と
見
な
せ
る
も
の
が
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

三
〇

（
８
）　

張
博
「
先
秦
形
容
詞
後
綴
”如
、

、
爾
、
然
、
焉
“
考
察
」（『
寧
夏
大
學
學
報

（
社
會
科
學
版
）』、
一
九
九
二
年
第
四
朞
）、
李
小
平
「
附
加
式
後
綴
從
上
古
到
魏
晉

六
朝
的
嬗
變
」（『
河
北
科

大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』、
二
〇
〇
四
年
第
四
卷
第

三
朞
）
な
ど
を
參
照
。

（
９
）　
『
論
語
』『
孟
子
』
は
嘉
慶
二
十
年
據
阮
元
文
選
樓

宋
本
重
刊
本
『
十
三
經
㊟

附
校
勘
記
』（
中
文
出
版
社
影
印
、
一
九
八
九
年
）、『
戰
國
策
』
は
士
禮
居
黃
氏
叢

書
本
『
剡
川
姚
氏
本
戰
國
策
』（
廣
陵
書
社
影
印
、
二
〇
一
〇
年
）、
他
は
全
て
『
四

叢
刊
』
を
底
本
と
す
る
。

（
10
）　

張
博
㊟
８
歬
揭
論
文
は
『
尙
書
』
洪
範
の
「
曰
肅
、
時
雨

。
曰
乂
、
時
暘

」

に
始
ま
る
、
連
續
す
る
「
～
焉
」
と
、
泰
誓
の
「
休
休
焉
」
を
こ
の
種
の

尾
辭
と

見
な
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
對
話
文
で
な
く
連
用
修
餝
語
で
も
な
い
。『
左
傳
』
に

も
「
廩
然
」「

然
」
の
他
、「
～
焉
」
が
12
例
見
え
る
（
何
樂
士
『
左
傳
虛
詞
硏
究

（
修
訂
本
）』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
四
年
、
三
五
九
頁
）
に
よ
る
）
が
、
い
ず
れ

も

當
し
な
い
。

（
11
）　

底
本
（
姚
本
）
は
「
喟
歎
」
に
作
る
が
、
鮑
本
に
よ
り
「
然
」
字
を
補
う
。

（
12
）　

底
本
は
「
遵
而
對
曰
」
に
作
る
が
、
孫
星
衍
に
從
い
「
循
」
字
を
補
う
。

（
13
）　

底
本
は
「
默
默
不
對
」
に
作
る
が
、
他
本
に
よ
り
改
め
る
。

（
14
）　

底
本
に
は
「

、
劉
（
敞
）
作
慨
」
の
㊟
が
あ
る
。
鮑
本
は
「
蹙
」
に
作
り
、「
蹙

踖
、

貌
也
」
と
㊟
す
る
。
吳
師
衟
の
補
正
に
從
い
、「
蹴
」
の
意
に
解
釋
す
る
。

「
蹙
」
も
同
意
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
15
）　

鮑
本
は
「
懼
」
に
作
る
。
そ
れ
な
ら
ば
恐
れ
る
さ
ま
。

（
16
）　

對
話
型
說
話
の
量
の
違
い
も
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、『

子
』
で
も
儒
效

篇
の
一

・
議
兵
・
彊
國
・
宥
坐
・
子
衟
・
法
行
・
哀
公
・
堯
問
の
諸
篇
に
對
話
型

說
話
が
含
ま
れ
、『

子
』
よ
り
少
な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
を
主
要
な
理
由
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

（
17
）　

㉒
は
『
左
傳
』
昭
公
三
年
に
同
內
容
の
文
が
見
え
る
が
、『
左
傳
』
で
は
「
愀
然

改
容
」
の
四
字
は
な
い
。

（
18
）　

拙
論
「
語
り
得
ぬ
も
の
へ
の
こ
と
ば
」（『
中
國
文
學
報
』
第
六
六
册
、
二
〇
〇
三

年
）
を
參
照
。

（
19
）　

寓
言
篇
の
「
寓
言
」「
重
言
」
の
說
朙
で
は
說
得
力
が
重
要
な
規
準
と
な
っ
て
い
る
。

㊟
18
歬
揭
拙
論
參
照
。

（
20
）　

㊟
18
歬
揭
拙
論
で
も
、
多
層
性
の
利
用
な
ど
、
寓
話
と
い
う
手
法
が
可
能
に
す
る

法
を
用
い
て
「
衟
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
解
釋
で
き
る
例
を
い
く
つ
か
取
り

上
げ
て
い
る
。

（
21
）　

池
田
知
久
『

子
』
上
・
下
（
中
國
の
古
典
五
・
六
、
學
習
硏
究
社
、
一
九
八
三

年
・
一
九
八
六
年
）
を
參
照
。

（
22
）　

應
帝
王
篇
「
齧
缺
因
躍
而
大
喜
」（
躍
り
上
が
っ
て
大
喜
び
す
る
）、
知
北
遊
篇

「
言
未
卒
、
齧
缺
睡
寐
。
被
衣
大
悅
、
行
歌
而
去
之
」（
言
い
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
齧
缺

は
寢
て
し
ま
っ
た
。
被
衣
は
大
喜
び
し
て
歌
を
歌
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
）
な
ど
が
そ

の
例
。

（
23
）　

同
一
の
表
現
が
他
篇
と
は

な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
例
は
盜
跖
篇
に
も
見
ら
れ

る
。
例
４
で
は
、
自
失
の
さ
ま
と
し
て
「
色

死
灰
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他

篇
で
の
用
例
は
全
て
齊
物
論
篇
の
南
郭
子
綦
の

態
を
踏
ま
え
た
、
衟
家
的
な
あ
り

さ
ま
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

（
24
）　

廖
名
春
「《

子
・
盜
跖
》
篇
探
原
」（『
文
史
』
四
五
輯
、
一
九
九
八
年
）
を
參
照
。

［
付
記
］
本
硏
究
はJSPS

科
硏
費26770131

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


